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多くのプロジェクトを同時並行で進める日々

データや研究は、誰のもの？ 誰のため？ コンピュータを作れるほどの人材を生物学に

フトウェアやメタボローム情報のリポジトリを使えば、再利用デー
タの中からでも「これまで知られていなかった物質」を発見でき
るのです。

植物や藻類を対象にした例をあげましたが、私は生物の種類
には全くこだわっていません。また、解析対象も、質量分析で得
られるスペクトルだけでなく、物質や構造式、ゲノム、遺伝子、
アミノ酸など、生物に関するあらゆるデータに対応したいと考え
ています。このような考え方は、私の最大の興味が「物質が自
然界でどのようにめぐり、代謝されるのか」という点にあること
によります。物質を作る生物、利用する生物、分解する生物が、
何をどう代謝し、何に作り変えているかを知りたいのです。メタ
ボロミクスもゲノミクスもプロテオミクスも、そのための手法に過
ぎないと考えています。
現在は、ピロリ菌のゲノムリアレンジメント、ビフィズス菌の糖

関連酵素、メタボローム解析のデコンボリューション技術、質量
イメージング用画像処理、生薬のメタボロームなど、多岐にわた
るプロジェクトを同時並行で進めています。私の頭のなかでは、
それぞれを区別することはなく、自然に共存している感じです。
もちろん私一人では不可能で、いずれもウェットな実験をする研
究者に協力いただいていますし、研究室の学生には一人ひとり
異なるテーマに取り組んでもらいます。学生には、自分の興味に
従って積極的に参画してもらっています。

私のモチベーション、方向性、研究アプローチについてお話し
てきましたが、私の考え方はなかなか理解されず、研究を進める
のにも多くの困難があります。その要因の一つは、データの扱い
や競争的資金、大学のポジション等に絡む既得権の問題です。
メタボローム解析領域に限らず、生命科学分野全体において、
研究者は得られた情報を共有・公開したがりません。時間がない、
細かいデータとして拾っていないなど、言い訳はさまざまですが、

平たく言えば、「他の研究者が自分のデータを精査したり、再利
用することを良しとしない風潮」があるのです。私はこうした状
況は、競争的資金を得たい、特許や知的財産権を独占したいと
いった理由からくる、研究者や所属機関のわがままな姿勢だと解
釈しています。研究予算など、極論を言えば、等分で配ればよ
いのではないかと思います。また、学術界やメディアが、研究者
を発表論文誌の種類、論文の本数、論文の被引用数ばかりで評
価する姿勢もおかしいと思いますね。

欧米では、資金提供機関が、発表したものかどうかに関わらず、
研究者にデータを公開するよう義務付けるのが慣例です。他人
が広く使える状態にしないと、次の研究資金が獲得できないしく
みになっているのです。ところが日本においては、研究者が得た
情報をデータベース等で共有するという文化がありませんし、行
政側にもその意図は見えません。私はなんとかして研究者の意
識を改革したいと考えています。とくに若手には、世の中への成
果還元を見据えてほしいと願います。幸い、遺伝研には私と同じ
ように考える研究者もいるので、少しずつ前進できたらと思いま
す。
情報の公開が進めば、間違った情報に振り回されることが少

なくなるのではないでしょうか。研究者に限らず、知りたいと思っ
た人が誰でもデータベースや論文にアクセスし、自分の知りたい
情報を得られることが望ましいと思います。そうなれば、偽の健
康食品やサプリメント、怪しい遺伝子検査サービスなどを判断す
る際などにも、先行研究の成果が役立つことでしょう。

インフォマティクスの教育においても、日本はうまくいっている
とはいえません。最大の問題は、バイオ領域のインフォマティク
スを学べる専門の学部がなく、「真のバイオインフォマティシャン」
が多く育たないことです。今の大学で教える「〇〇情報学部」
などの名前がついた教育では、目標が曖昧だったり内容が古す
ぎたりして実践的ではないと感じます。早い段階からコンピュー
タの歴史や、プログラミング言語の思想といった基礎概念を習得
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させ、大学において自力でコンピュータが作れるような人材まで
育て、そのうえで生物学の分野に入ってもらわないと現状は変わ
らないと思います。
私の研究室は、バイオインフォマティクスに関連することなら

何でもできます。本人の希望を重要視しますが、「これだけをし
たい」というよりは、広い視野をもった学生に入ってほしいですね。
私自身、高校時代には生物に全く興味がありませんでした。生
物学は単なる暗記科目と誤解していましたので。大学時代に数
学、物理、化学などで挫折感を味わい、計算機科学に方向を変え、
最後に生き物の情報解析にたどり着きました。若い頃に自分の
道を見極めるのは難しいと思いますので、まずはいろいろやって
みたらいいのではないでしょうか。

2019年7月

聞 き 手：サイエンスライター 西村 尚子
写真撮影：リサーチ・アドミニストレーター室 来栖 光彦


